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金
属
労
協
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）
は
、2
0
1
4
年 

1
月
29
日
、
東
京
都
・
品
川
で
、
加
盟
５

産
別
の
中
央
・
地
方
の
最
低
賃
金
担
当
者

ら
約
2
7
0
名
出
席
の
下
、
金
属
労
協

2
0
1
4
年
最
低
賃
金
連
絡
会
議
を
開
催

し
た
。
こ
の
会
議
は
、
前
年
度
の
取
り
組

み
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
の
取

り
組
み
方
針
を
確
認
し
、
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
向
け
た
意
思
結

集
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
。

金
属
産
業
に
ふ
さ
わ
し
い

最
低
賃
金
を

　

会
議
で
は
、
冒
頭
、
有
野
副
議
長
・
労

働
政
策
委
員
長
よ
り
、「
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
地
域
別
最
低
賃
金
を
ベ
ー

ス
に
、
金
属
産
業
の
最
低
賃
金
が
優
位
に

あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
。
使
用
者
側
も

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
水
準
の
引
き
上
げ
を

考
え
る
べ
き
。
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
の
原
点
に
返
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
の
挨
拶
を
受
け
た
。

　

続
い
て
、
須
田
連
合
総
合
労
働
局
長
か

ら
は
、「
最
低
賃
金
に
お
け
る
動
向
と
課
題
」

と
題
し
て
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
動

向
や
、連
合
の「
2
0
1
4
年
最
低
賃
金
取

り
組
み
方
針
」
等
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

す
べ
て
の

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の

金
額
改
正
に
取
り
組
む

　

次
い
で
、若
松
事
務
局
長
か
ら
「
2

 
0
 
1
 

4
年
度
特
定
（
産
業
別
）最
低
賃
金
の
取
り

組
み
方
針
」
を
報
告
し
た
。
2
0
1
4
年

度
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
取
り
組
み

方
針
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
と
お
り
。

　

2
0
1
4
年
度
は
、
デ
フ
レ
脱
却
と

経
済
成
長
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
未
組
織
労
働
者
・
非
正
規
労
働
者
を

含
め
た
勤
労
者
全
体
の
賃
金
・
労
働
条
件

の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、

す
べ
て
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に

つ
い
て
金
額
改
正
の
取
り
組
み
を
行
う
。

そ
の
た
め
、
2
0
1
4
年
闘
争
に
お
い
て
、

未
組
織
労
働
者
・
非
正
規
労
働
者
の
賃
金

の
底
上
げ
に
結
び
つ
け
る
べ
く
、
企
業
内

最
低
賃
金
協
定
の
締
結
拡
大
と
水
準
引
き

上
げ
に
全
力
で
取
り
組
む
。

　

金
額
改
定
の
申
出
の
際
に
は
、
可
能
な

場
合
は
労
働
協
約
ケ
ー
ス
で
申
出
を
行

「
2
0
1
4
年 

最
低
賃
金
連
絡
会
議
」
開
催
報
告

5
会議冒頭で挨拶をする有野労働政策委員長

い
、
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
割
合
を
拡

大
す
る
こ
と
で
、
金
額
審
議
の
際
に
、
企

業
内
最
低
賃
金
協
定
の
影
響
力
を
強
め
る

こ
と
を
め
ざ
す
。

労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

発
揮
し
た

審
議
の
た
め
の
取
り
組
み

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、「
関
係

労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
発
揮
」
が
重
要 各報告に耳をかたむける参加者

金
属
労
協
政
策
企
画
局
主
任  

諏
訪 

美
千
代
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で
あ
る
こ
と
か
ら
、
産
別
本
部
、
産
別
地

方
組
織
、
単
組
、
支
部
な
ど
各
レ
ベ
ル
に

お
い
て
、
当
該
産
業
の
業
界
団
体
や
当
該

企
業
（
事
業
所
）等
に
対
し
て
、
制
度
へ
の

理
解
と
協
力
を
求
め
る
活
動
を
積
極
的
に

行
う
。

　

地
域
別
最
低
賃
金
と
水
準
が
接
近
、
逆

転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
性
審
議
が
難

航
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、「
当
該
産

業
労
使
の
合
意
形
成
に
向
け
た
事
前
の
働

き
か
け
を
強
化
し
、
審
議
に
臨
む
」
こ
と

を
基
本
に
対
応
す
る
。
さ
ら
に
、特
定
（
産

業
別
）最
低
賃
金
の
意
義
・
役
割
に
つ
い
て
、

公
労
使
が
共
通
の
理
解
に
立
ち
、
企
業
内

最
低
賃
金
協
定
や
地
域
の
当
該
産
業
の
賃

金
デ
ー
タ
に
基
づ
く
審
議
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
連
合
と
連
携
し
て
対
応

を
進
め
る
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
を
強

化
す
る
た
め
、
2
0
0
9
年
に
作
成
し
た

「
産
業
別
最
低
賃
金
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
改

訂
す
る
こ
と
や
、
連
合
、
産
別
、
金
属
労

協
の
、
中
央
、
地
方
の
連
携
を
強
め
、
意

見
交
換
・
情
報
交
換
の
場
を
持
つ
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
う
。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の

金
額
の
考
え
方

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
金
額
に
つ
い

て
は
、
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
水
準
や

地
域
の
当
該
産
業
の
賃
金
実
態
を
重
視
し
、

あ
る
べ
き
水
準
に
つ
い
て
の
論
議
を
深
め

る
。
そ
の
上
で
、

　

①
組
織
労
働
者
と
未
組
織
労
働
者
、
正

規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
格
差

を
是
正
す
る
た
め
、
企
業
内
最
低
賃
金
協

定
に
準
拠
し
た
水
準
へ
と
引
き
上
げ
る
こ

と
を
め
ざ
す
。

　

②
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
る
金
属
産
業

の
「
労
働
の
価
値
」
に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金

水
準
を
確
立
す
る
た
め
、
基
幹
的
労
働
者

の
賃
金
水
準
の
底
支
え
の
役
割
を
果
た
す

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

を
図
る
。

　

③
地
域
別
最
低
賃
金
に
対
し
て
「
少
な

く
と
も
10
％
以
上
上
回
る
水
準
」
を
確
保

し
、
地
域
別
最
低
賃
金
と
の
水
準
差
を
維

持
し
つ
つ
、
さ
ら
に
基
幹
的
労
働
者
に
ふ

さ
わ
し
い
水
準
へ
の
引
き
上
げ
を
図
る
。

2
0
1
4
年
闘
争
で
取
り
組
む

企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の

引
き
上
げ

　

取
り
組
み
方
針
で
は
、
特
定
（
産
業

別
）
最
低
賃
金
の
取
り
組
み
の
基
礎
と
な

る
、
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
に
つ
い
て
も

方
針
を
示
し
て
い
る
。「
2
0
1
4
年
闘
争

の
推
進
」
で
確
認
し
た
と
お
り
、
高
卒
初

任
給
に
準
拠
す
る
水
準
を
基
本
と
し
、
月

額
1
5
6
0
0
0
円
以
上
と
す
る
。
賃
金

の
底
上
げ
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
昨
年

か
ら
2
0
0
0
円
引
き
上
げ
た
。
す
べ
て

の
組
合
が
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
締
結

を
め
ざ
す
。

2
0
1
4
年
闘
争
の
成
果
を

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
に
結
び
つ
け
よ
う

　

全
体
討
議
で
、
参
加
者
か
ら
は
、「
地
方

連
合
・
本
部
・
地
域
の
連
携
は
重
要
だ
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
県
、
他
業
種

と
の
連
携
も
重
要
」「
労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
が
発
揮
で
き
る
体
制
と
な
る
よ
う
尽

力
を
お
願
い
し
た
い
」「
使
用
者
側
に
対
し

て
制
度
の
理
解
・
周
知
の
活
動
を
お
願
い

し
た
い
」「
必
要
性
審
議
も
含
め
た
理
論
構

築
や
産
業
間
・
地
域
間
の
横
通
し
な
ど
、

主
導
性
の
発
揮
と
適
切
な
助
力
を
お
願
い

し
た
い
」「
東
京
・
神
奈
川
・
大
阪
問
題
を

踏
ま
え
た
『
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

の
あ
り
方
』
に
つ
い
て
、
金
属
労
協
・
連

合
台
で
の
論
議
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
意
見
に
対
し
て
、
須
田

連
合
総
合
労
働
局
長
、
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
委
員
の
冨
田
氏
・
萩
原
氏
・
木
住
野
氏
、

若
松
事
務
局
長
よ
り
答
弁
を
行
っ
た
。「
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
取
り
組
み
は
、

春
季
生
活
闘
争
で
企
業
内
最
低
賃
金
協
定

を
し
っ
か
り
引
き
上
げ
る
こ
と
が
重
要
」

「
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
連
合
、
金

属
労
協
、
産
別
で
連
携
し
な
が
ら
時
間
を

か
け
て
検
討
し
て
い
く
」「
地
域
別
最
低
賃

金
と
は
違
う
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

の
姿
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
等

の
答
弁
を
お
こ
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
若
松
事
務
局
長
よ
り
、「
全
国

の
最
低
賃
金
担
当
者
が
一
堂
に
会
し
て
会

議
を
開
催
す
る
意
義
は
大
き
い
。
特
定（
産

業
別
）
最
低
賃
金
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
上
で
、
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
締
結

拡
大
・
水
準
の
引
き
上
げ
が
重
要
で
あ
る
。

2
0
1
4
年
闘
争
で
成
果
を
出
す
よ
う
に

頑
張
ろ
う
」
と
確
認
し
た
。

全体討議での答弁風景


